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宮古島市
宮古地区さとうきび糖
業振興会

令和4年度 令和5年度
心土破砕による土壌物
理性の改善による単収
の向上の実証（2年目）

10a当たり収量を5%以
上増加

t/10a 6.130 6.830 5.300 -118.6% 6.5 52.9% - - - - - - - - ○ ○

心土破砕による土壌物理性を改善することにより、単収
の向上を目標としたが、生育初期の干ばつ傾向や操業
期間の長期化による春作業の遅れにより目標は未達で
あったが、心土破砕による土壌物理性改善については
確認ができており、一定程度の成果は出ている。事業計
画は妥当であり、事業執行は適切であることから、再評
価は行わず、引き続き目標達成に向け取組を促す。

石垣市 石垣市農業開発組合 令和4年度 令和6年度
中型ハーベスタ
（190PS）1台
（収納袋30枚付属）

10a当たりの労働時
間10%以上削減

hr/10a 34.7 26.7 24.8 123.8% - -
株出栽培の10a当たり
収量5%以上増加

kg/10a 5,541 6,674 4,505 -91.4% - - ○ ○

ハーベスタを導入することで労働時間の削減を目指し、
目標を達成。単収向上の目標については未達、達成状
況も低調であることから、引き続き目標達成に向け取組
を求め、次年度に再評価を行うものとする。

宮古島市
農事組合法人ミツ
ファーム高嶺

令和4年度 令和6年度
中耕ロータリー
（KM400）

10a当たりの労働時
間10%以上削減

hr/10a 48.6 30.7 29.5 106.7% - - - - - - - - - - ○ ○
中耕ロータリーを導入することで労働時間の削減を目指
し、目標達成。

石垣市 石垣市農業開発組合 令和4年度 令和6年度
中型ハーベスタ
（190PS）1台
（収納袋30枚付属）

10a当たりの労働時
間10%以上削減

hr/10a 36.2 27.1 27.0 101.1% - -
株出栽培の10a当たり
収量5%以上増加

kg/10a 5,784 6,967 6,894 93.8% - - ○ ○

ハーベスタを導入することで労働時間の削減を目指し、
目標を達成。単収向上の目標については未達であるが、
事業計画は妥当であり、事業執行は適切であることか
ら、再評価は行わず、引き続き目標達成に向け取組を促
す。

八重瀬町 合同会社大城農機 令和4年度 令和6年度
トラクター（ニブロロータ
リー、中耕ロータリー、
全茎式植付機）

生産量を5%以上増加 t 1,590 1,763 1,433 -90.8% - -
株出栽培の10a当たり
収量5%以上増加

t/10a 6 7 6 -56.3% - - ○ ○

トラクター等を導入することにより、生産量の増加と単収
の向上を目指したが、どちらも未達。しかしながら、事業
計画は妥当であり、事業執行は適切であることから、引
き続き目標達成に向け取組、次年度に再評価を行うもの
とする。

宮古島市 合同会社イサラ農産 令和4年度 令和6年度
小型ハーベスター1台
（収納袋30枚付属）

10a当たりの労働時
間10%以上削減

hr/10a 103.9 42.4 41.5 101.5% - - - - - - - - - - ○ ○
ハーベスタを導入することで労働時間の削減を目指し、
目標達成。

南城市 沖縄県農業協同組合 令和4年度 令和6年度
ケーンハーベスター
（110ps）1台
（収穫袋30枚付属）

10a当たりの労働時
間10%以上削減

hr/10a 101.300 44.000 52.500 85.2% - - - - - - - - - - ○ ○

ハーベスターを導入することにより労働時間の削減を目
指したが、目標未達。しかしながら、事業計画は妥当で
あり、事業執行は適切であることから、再評価は行わ
ず、引き続き目標達成に向け取組を促す。

宮古島市 合同会社みやじま 令和4年度 令和6年度
トラクター（ロータリー、
中耕ローター、全自動
植付機）

10a当たりの労働時
間10%以上削減

hr/10a 50.8 30.0 29.1 104.3% - - - - - - - - - - ○ ○
トラクター等を導入することで労働時間の削減を目指し、
目標達成。

石垣市 沖縄県農業協同組合 令和4年度 令和6年度 株出管理機　2台
株出栽培の10a当た
り収量5%以上増加

kg/10a 5,621 6,768 5,490 -11.4% - - - - - - - - - - ○ ○

株出管理機を導入することで単収の増加を目指したが、
目標未達。しかしながら、事業計画は妥当であり、事業
執行は適切であることから、引き続き目標達成に向け取
組を求め、次年度に再評価を行うものとする。

【R4当初】_持続的生産強化対策事業（さとうきび農業機械等リース支援事業・さとうきび産地確立実証事業）
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